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新たに大人の仲間入りをした新成人のみなさん

●第５回定例会　エソシカ森林被害防止強化対策事業委託料を計上

　　　　　　　　　　各会計補正予算

　　　　　　　　　　〈一般質問〉
　　　　　　　　　　　トマム地区の定住促進
　　　　　　　　　　災害避難所の備品
　　　　　　　　　　星野リソートトマムの外国資本の買収
　　　　　　　　　　プレミアム商品券事業
　　　　　　　　　　　｢とま～る｣の現状
　　　　　　　　　　診療所の医師確保

●決算特別委員会

●議会の主なうごき

フ



第
５
回

定
例

　

心
･四

　
平
成
2
7
年
第
５
回
定
例
会
は
、
1
2
月
1
7
日
・
1
8
日
の
２
日
間
で
開
催
さ
れ
、
条
例
の
一
部
改
正
や
各
会

計
補
正
予
算
な
ど
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
４
件
の
追
加
議
案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
６
議
員
が
一
般
質
問
で
政
策
論
議
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
聴
　
1
7
口
3
3
人
　
1
8
日
Ｏ
人
）

条
例
等
の
制
定
・
改
正

・
占
冠
村
行
政
手
続
き
に
お
け
る

個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条

例
の
制
定

・
占
冠
村
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
条
例
の
制
定

・
占
冠
村
敬
老
祝
い
金
の
給
付
に

関
す
る
条
例
の
全
部
改
正

　
給
付
対
象
に
満
9
0
歳
と
満
１
０
０

歳
を
加
え
、
申
請
方
式
か
ら
自
動
給

付
へ
変
更
さ
れ
ま
す
。

・
占
冠
村
税
条
例
の
一
部
改
正

・
占
冠
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

・
占
冠
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正平

成
2
7
年
度
補
正
予
算

回
回

【
一
般
会
計
】

問
　
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
医
療
機
器

整
備
事
業
負
担
金
増
額
の
内
容
は
。

（
木
村
議
員
）

竃
滝
㈲
灘
屑
濫
濯
」
小
児
科
・
産

婦
人
科
の
ベ
ッ
ド
等
を
整
備
す
る
た

め
で
す
。

問
　
学
校
管
理
費
で
地
下
タ
ン
ク
清

掃
埋
設
管
漏
洩
検
査
委
託
料
が
全
て

減
額
に
な
っ
た
理
由
は
。
（
木
村
議

員
）

「
伊
東
㈱
東
㈲
圓
」
地
下
タ
ン
ク
か
ら

地
上
タ
ン
ク
ヘ
切
り
替
え
を
し
た
の

で
漏
洩
検
査
の
必
要
が
な
く
な
り
ま

し
た
。

問
　
ふ
る
さ
と
寄
付
金
の
仕
組
み
と

今
後
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
。
（
山

本
議
員
）

冠
泳
迪
厘
萍
渡
瀬
」
占
冠
・
村
づ

く
り
寄
付
金
規
則
が
あ
り
、
そ
こ
に

は
林
業
振
興
、
農
業
振
興
、
福
祉
増

進
、
環
境
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
使
途
に
つ

い
て
は
、
村
の
重
点
施
策
推
進
の
た

め
、
次
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

　
　
エ
サ
で
誘
引
さ
れ
た
エ
ソ
シ
カ

問
　
エ
ゾ
シ
カ
林
業
被
害
防
止
強
化

対
策
事
業
の
シ
ヤ
ー
プ
シ
ュ
ー
テ
ィ

イ
ン
グ
の
内
容
と
実
施
時
期
に
つ
い

て
。
（
山
本
議
員
）

圭
エ
ソ

お
び
き
寄
せ
る
た
め
餌
を
配
置
し
、

効
率
的
か
つ
安
全
に
捕
獲
す
る
事
業

で
す
。
1
2
月
か
ら
３
月
中
句
ま
で
実

施
す
る
予
定
で
す
。

問
　
寄
附
者
贈
呈
品
の
内
容
に
つ
い

て
。
（
山
本
議
員
）

［
収
泳

1 1
長
］
星
野
リ
ゾ
ー
ト
ト
マ

ム
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
券
、
占
冠
山
村

産
業
振
興
公
社
の
山
菜
詰
合
せ
、

地
元
農
家
の
メ
ロ
ン
、
そ
の
他
野

菜
・
鹿
肉
・
ク
ク
サ
・
木
工
品
が

あ
り
ま
す
。

人
事
案
件

○
選
挙
管
理
委
員
・
補
充
員

　
占
冠
村
選
挙
管
理
委
員
会
の
任

期
満
了
（
１
２
月
2
2
日
）
に
伴
い
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
議

会
に
お
い
て
選
挙
管
理
委
員
及
び

袖
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
選
挙
の
方
法
は
、
本
議
会
に
お

い
て
議
長
の
指
名
推
選
に
よ
り
行

わ
れ
、
次
の
方
々
に
決
定
し
ま
し

た
。

・
選
挙
管
理
委
員

　
　
山
埼
　
正
紀
（
占
冠
）

　
　
馬
瀬
戸
笑
子
（
中
央
）

　
　
長
瀬
　
弘
侍
（
中
央
）

　
　
菅
原
勇
治
郎
（
中
央
）

・
補
充
員

　
　
八
木
　
靖
子
（
占
冠
）

　
　
赤
石
　
菊
子
（
中
央
）

　
　
窪
田
　
敏
雄
（
中
央
）

　
　
細
谷
　
実
桂
（
占
冠
）

議
会
会
議
規
則
を
改
正

　
議
員
が
出
産
の
た
め
会
議
等
に

出
席
出
来
な
い
と
き
は
、
日
数
を

２－一



第５回定例会

　

定
め
て
、
あ
ら
か
じ
め
議
長
に
欠
席

届
出
を
提
出
で
き
る
条
項
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。

追
加
議
案
を
可
決

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
議
員
・
特

別
職
・
職
員
の
給
与
等
の
条
例
改
正
・

補
正
予
算
４
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

匯

一
一

擬
」

問
　
職
員
等
の
勤
勉
手
当
が
減
額
さ

れ
て
、
い
ま
だ
回
復
し
て
い
な
い
が
、

職
場
状
況
は
国
の
政
策
が
変
わ
る
た

び
に
、
そ
の
対
応
に
翻
弄
さ
れ
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
払
う
も
の
は

払
っ
て
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
も
ら

う
体
制
が
必
要
に
思
う
が
。
（
五
十

嵐
議
員
）

［
中
洲
洲
鼎
］
　
職
員
の
給
与
並
び
に

諸
手
当
に
つ
い
て
は
、
い
ま
ま
で
ど

お
り
人
事
院
勧
告
に
準
拠
し
た
形
で

進
め
て
い
き
ま
す
。

村
長
の
行
政
報
告

①
村
有
リ
ソ
ー
ト
施
設

　
占
冠
村
と
株
式
会
社
星
野
リ
ゾ
ー

ト
・
ト
マ
ム
と
は
、
賃
貸
借
契
約
書

が
締
結
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
村
有
リ

ゾ
ー
ト
施
設
の
買
取
り
の
合
意
書
の

延
期
願
が
提
出
さ
れ
、
新
た
な
合
意

書
の
締
結
に
向
か
う
予
定
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
突
然
Ｈ
月
Ｈ
日

「
星
野
リ
ゾ
ー
ト
・
ト
マ
ム
、
中
国

企
業
が
買
収
１
８
３
億
円
」
と
い
う

　　　ｎ　　゛：‘：;　　　’　珊

　　　　　　E｀1　［E］‾1･e

一般会計（第５号）　　2290万円増

　総額25億４０ワ○万円⇒25億６３６０万円

・エソシカ森林被害防止強化対策事業費の増など

一般会計（第６号）　　　１９０万円増

　総額25億6360万円⇒25億6550万円

･職員手当費の増など

国民健康保険（第３号）1260万円増

　総額１億5ﾜ30万円⇒１億6990万円

・一般被保険者療養給付費の増など

簡易水道（第２号）　　　700万円減

　総額２億5420万円⇒２億4ﾜ20万円

・上トマム地区導水管布設工事執行残による減など

公共下水道（第２号）　　　90万円増

　総額１億1430万円⇒１億1520万円

･修繕費の増など

記
事
が
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

　
1
2
月
３
日
星
野
専
務
が
来
村
し
、

説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、
話
合
い
に

よ
る
解
決
は
困
難
で
あ
り
、
６
月
に

議
決
さ
れ
た
民
事
調
停
を
進
め
る
こ

と
を
決
断
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
動
向
を
注
視
し
て
中
立
て

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

②
避
難
訓
練

　
９
月
2
6
日
に
中
央
地
区
、
占
冠
地

区
の
住
民
を
対
象
に
大
雨
に
よ
る
水

害
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
1
0
月
３
日
に
は
ト
マ
ム
町
内

会
で
は
、
道
道
が
封
鎖
さ
れ
た
場
合

の
災
害
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

③
先
進
地
視
察

　
1
0
月
1
4
日
か
ら
1
6
日
に
鳥
取
市
で

開
催
さ
れ
た
第
3
7
回
全
国
公
民
館
集

会
に
参
加
し
た
後
、
和
牛
改
良
の
状

況
と
地
域
お
こ
し
で
有
名
な
島
根
県

海
士
町
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

④
占
冠
湯
の
沢
サ
ク
ラ
の

　
森
づ
く
り
事
業

　
「
村
民
植
樹
祭
」

　
今
年
で
３
年
目
と
な
る
村
民
植
樹

祭
が
1
0
月
3
1
日
高
の
沢
温
泉
で
行
わ

れ
、
村
民
や
関
係
者
約
5
0
人
が
参
加

⑤
東
南
ア
ジ
ア

　
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

　
ト
ツ
プ
セ
ー
ル
ス

　
富
良
野
・
美
瑛
広
域
観
光
推
進
協

議
会
の
東
南
ア
ジ
ア
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
２
０
１
５
が
行
わ
れ
、
富
良
野
開

城
と
各
市
町
村
の
素
晴
ら
し
さ
を
Ｐ

Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

⑥
富
良
野
圏
域
に
お
け
る

　
河
川
整
備
促
進
に

　
関
す
る
要
望

　
Ｈ
月
1
3
日
、
富
良
野
開
城
連
携
協

議
会
は
、
上
川
総
合
振
興
局
に
対
し
、

富
良
野
開
城
に
お
け
る
河
川
整
備
促

進
に
関
す
る
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

⑦
産
学
官
連
携
・
協
力
に

　
関
す
る
意
見
交
換
会

　
Ｈ
月
3
0
日
に
締
結
後
３
年
目
を
迎

え
た
基
本
合
意
書
の
検
証
と
今
後
の

活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

３－一



ここが聞きたい!一般質問

トマム地区･'の定住･�遼

〔亘船台〕

国
ト
マ
ム
定
住
促
進

図
ト
マ
ム
地
区
の
定
性
化
に
つ
い

て
対
象
者
は
も
と
よ
り
、
住
民
に

と
っ
て
重
大
な
関
心
ご
と
で
も
あ
り

ま
す
。
宅
地
の
確
保
と
定
住
対
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

［
冲
肘
淋
辰
］
　
ト
マ
ム
地
区
の
定
性

化
に
つ
い
て
は
、
村
長
室
移
動
や
住

民
懇
談
会
な
ど
で
村
営
住
宅
、
子
育

て
、
医
療
、
交
通
対
策
な
ど
多
く
の

方
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
宅
地
の
確
保
に
お
い
て
は
現
状
で

は
ト
マ
ム
地
区
に
つ
い
て
は
普
通
財

産
と
し
て
の
村
有
地
が
な
い
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
民
有
地
を
購
入
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
て

い
ま
す
。

　
購
入
す
る
宅
地
に
つ
き
ま
し
て

は
、
道
路
や
上
下
水
道
の
整
備
が
あ

る
場
所
が
良
い
と
考
え
て
お
り
、
一

部
の
地
権
者
と
も
接
触
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
具
体
的
に
報
告
で
き

る
状
況
に
な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。

　
宅
地
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
定
性

化
対
策
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
優
先
課
題
と
し
て
取
り

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

回
木
材
、
薪
生
産
の
販
売

回
湯
の
沢
温
泉
で
は
薪
ボ
イ
ラ
ー

を
使
用
中
で
す
が
、
村
の
説
明
で
は

薪
ス
ト
ー
ブ
の
普
及
と
薪
販
売
を
と

言
っ
て
い
ま
す
が
、
実
績
が
見
え
て

き
て
い
ま
せ
ん
。
積
極
的
な
取
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
状
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

［
申
順
順
冊
］
　
薪
ス
ト
ー
ブ
の
普
及

と
薪
販
売
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
生
産
組
合
が
生
産
販

売
活
動
の
取
組
み
を
開
始
し
、
概
ね

２
年
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
間
、
湯
の
沢
温
泉
へ
の
薪
の

供
給
、
最
近
で
は
村
内
住
民
の
一
部
、

更
に
は
ト
マ
ム
リ
ゾ
ー
ト
関
連
施
設

へ
の
薪
供
給
も
増
え
つ
つ
あ
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。

　
薪
ス
ト
ー
ブ
の
普
及
に
お
い
て

は
、
占
冠
村
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
生
産

組
合
に
お
い
て
、
村
外
メ
ー
カ
ー
と

の
代
理
店
契
約
等
が
整
い
、
村
内
一

般
家
庭
を
含
む
販
路
拡
大
に
向
け
た

取
組
み
が
開
始
さ
れ
て
い
る
も
の
と

承
知
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
助
成
制
度
活
用
実
績

で
は
、
薪
ス
ト
ー
ブ
設
置
導
入
２
件
、

薪
購
入
２
件
で
あ
り
ま
す
。

図
製
材
機
が
導
入
さ
れ
て
７
ヵ
月

が
過
ぎ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
宣

伝
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
現
在

ど
の
程
度
販
売
さ
れ
た
か
伺
い
ま

す
。

［
申
㈲
㈲
鼎
］
　
簡
易
製
材
機
の
活
用

と
製
材
品
の
販
売
状
況
に
つ
い
て

は
、
本
年
７
月
に
購
入
し
、
実
質
的

に
は
９
月
か
ら
の
稼
働
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
間
、
村
内
企
業
体
５
社
と
個

人
宅
の
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
ー
件
の
販
売

実
績
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

Ｉ
今
後
、
薪
製
材
の
販
路
拡
大
に

向
け
た
方
策
等
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

［
冲
刺
刺
長
］
　
９
月
の
定
例
会
に
お

い
て
占
冠
村
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
導
入

促
進
事
業
関
連
の
予
算
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
薪
ス
ト
ー
ブ
、

薪
ボ
イ
ラ
ー
購
入
及
び
設
置
に
関
わ

る
経
費
、
並
び
に
一
般
家
庭
用
薪
購

入
に
か
か
る
一
部
助
成
制
度
を
創
設

が
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
村
と
し
て

も
販
路
拡
大
に
向
け
た
取
組
み
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

-一斗－



ここが聞きたい!一般質問

災害避難所の備品

回国

六　11

暮　蓋

物　難ﾂl　所

与

て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
も
っ
て
い
る
方

の
詳
細
と
人
数
、
食
料
の
内
容
、
そ
の

他
に
物
資
の
備
蓄
は
何
日
を
想
定
し

て
の
数
量
及
び
サ
イ
ズ
を
準
備
し
て

い
ま
す
か
。

［
仲
村
村
長
］
　
ア
レ
ル
ギ
ー
を
も
っ

て
い
る
方
の
詳
細
と
人
数
は
、
個
人

情
報
と
い
う
こ
と
も
あ
り
詳
細
に
把

握
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
食
料
で
は
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
備

蓄
食
料
と
し
て
、
特
定
原
材
料
非
使

用
食
「
安
心
米
」
を
１
０
０
食
分
、
避

難
状
況
に
よ
り
ま
す
が
３
日
分
を
想

定
し
、
物
資
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
４
０
０
個
、
紙
お
む
つ
に
つ
い

て
は
、
乳
幼
児
用
Ｌ
サ
イ
ズ
２
６
４

枚
、
ビ
ッ
グ
サ
イ
ズ
２
２
８
枚
、
介
護

用
Ｍ
サ
イ
ズ
6
0
枚
、
Ｌ
サ
イ
ズ
５
１
枚
、

生
理
用
品
５
７
８
枚
を
備
蓄
し
て
い

ま
す
。

国
道
難
所
備
蓄
倉
庫
の
防
犯
対
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

二
伸
肘
㈲
長
」
　
施
錠
と
定
期
的
な
確

認
に
よ
る
管
理
は
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
備
蓄
品
の
盗
難
被
害
も
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
感
知
式
照
明
な

ど
の
盗
難
対
策
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

回
避
難
者
の
ペ
ッ
ト
の
取
扱
い
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
か
伺
い
ま
す
。

［
冲
肘
㈲
辰
］
　
動
物
の
ペ
ッ
ト
も
家

族
同
様
と
の
気
風
で
は
あ
り
ま
す

が
、
避
難
所
施
設
内
の
持
込
み
は
出

来
な
い
よ
う
取
り
進
め
た
い
と
考
え

ま
す
。
そ
の
際
の
飼
育
に
つ
い
て
は

屋
外
と
な
り
ま
す
の
で
、
飼
育
方
法

や
施
設
設
置
を
今
後
の
検
討
事
項
と

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■ -

避
難
所
に
備
蓄
さ
れ
る
食
料
品
や
生
活
用
品

回
通
学
路
の
除
雪
状
況

回
役
場
庁
合
繊
の
通
学
路
の
除
雪

の
雪
山
に
よ
っ
て
視
界
が
遮
断
さ
れ

て
い
ま
す
が
考
え
を
伺
い
ま
す
。

［
冲
肘
淋
辰
］
　
役
場
駐
車
場
の
堆
積

ス
ペ
ー
ス
も
な
い
こ
と
か
ら
、
除
雪

の
雪
が
通
学
路
に
堆
積
し
て
視
界
が

遮
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
除
雪
委
託
業
者
に
対
し
、
通
学
路

側
に
で
き
る
だ
け
堆
積
し
な
い
よ
う

指
示
し
ま
し
た
が
、
降
雪
の
状
況
に

よ
り
堆
積
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
排
雪
を
行
い
、
で

き
る
だ
け
視
野
を
確
保
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

可〉:こ　　゛;;,..i- :-i‾

………　　　r-‾‾

W匹］

　－　一住民と議員の懇談会を
開催しました

　一一
一

一一

一

　１月２８日・２９日の２日問、４地区で開催し、忌憚のな

いご意見をたくさんいただきました。お集まりいただきあ

りがとうございました。懇談の内容については、後日紙面

にてご報告させていただきます。

一

一㎜ ■

一５一一



ここが聞きたい!一般質問

■㎜J㎜.
ﾌ訪1

煙
9
k
=
4
1

リ
ハ
ー

・
！
『
″

　
　
　
’
‘
‐
:
j
1
1
…
1
.
‘
　
　
　
　
　
　
　
j
．
／

犬
ｙ
゛

土

」゛
ド

Λ

↓
一
「

星野ﾘｿｰﾄﾄﾏﾑの
　　外国資本の買収

座些些粕

困
新
規
就
農
希
望
者
と

　
　
　
　
　
　
　
村
長
の
懇
話

図
新
規
就
農
希
望
者
が
ど
の
よ
う

な
夢
を
持
ち
、
対
策
を
望
ん
で
い
る

か
、
懇
話
の
場
を
設
け
て
は
い
か
が

で
す
か
。

［
中
洲
㈲
鼎
］
　
新
規
就
農
支
援
協
議

会
に
お
い
て
面
談
し
、
考
え
を
聞
く

場
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
必
要
に
応

じ
て
機
会
を
作
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

回
物
産
館
の
利
用

図
１
階
が
空
い
て
半
年
に
な
り
ま

す
。
物
全
館
は
村
の
玄
関
口
で
顔
と

も
言
う
べ
き
大
事
な
場
所
で
す
。
方

針
に
つ
い
て
伺
い
し
ま
す
。

二
伸
肘
㈲
長
」
　
現
在
条
例
改
正
の
検

討
中
で
、
利
用
方
法
に
つ
い
て
内
部

の
話
合
い
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

回
Ｊ
Ｒ
占
冠
駅
、

　
　
　
　
　
ト
マ
ム
駅
の
改
善

図
駅
の
改
善
要
望
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

二
伸
肘
淋
長
」
　
安
全
対
策
に
多
額
の

費
用
を
要
し
て
い
る
た
め
、
要
請
項

目
の
改
善
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ト
イ
レ

に
つ
い
て
は
清
掃
を
徹
底
し
、
管
理

に
努
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ト

マ
ム
駅
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
星
野
リ

ゾ
ー
ト
ト
マ
ム
の
社
内
整
備
方
針

が
決
ま
り
次
第
、
Ｔ
Ｊ
Ｒ
側
と
協
議
を

し
ま
す
。

Ｉ
ト
マ
ム
駅
ト
イ
レ
の
水
洗
化
に

財
政
出
動
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

［
申
㈲
㈲
鼎
］
　
莫
大
な
費
用
を
負
担

す
る
の
は
無
理
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｉ
高
齢
者
や
足
の
不
自
由
な
利
用

者
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
・
整

備
し
て
欲
し
い
と
の
声
が
あ
り
ま

す
。
考
え
を
伺
い
ま
す
。

［
東
邦
邦
冊
］
　
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
つ
き
、
Ｔ
Ｊ
Ｒ
側
に
さ
ら
に
要
請

し
ま
す
。

図
星
野
リ
ソ
ー
ト
ト
マ
ム

ー
星
野
リ
ゾ
ー
ト
ト
マ
ム
が
外

国
資
本
に
買
収
さ
れ
る
こ
と
が
報
道

さ
れ
ま
し
た
。
村
と
星
野
リ
ゾ
ー
ト

ト
マ
ム
に
は
、
２
０
０
８
年
に
平
式

2
4
年
９
月
3
0
日
を
目
途
に
村
有
施
設

の
買
取
を
約
し
た
合
意
書
が
結
ば
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
ま
だ
履
行

が
な
く
、
調
停
の
申
立
て
を
す
る
こ

と
が
６
月
に
議
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
停
の
手
続
き
を
進
め
る
べ
き
と
思

い
ま
す
が
伺
い
ま
す
。

［
申
㈲
㈲
冊
］
　
買
収
側
の
上
部
組
織

の
理
事
長
拘
束
が
報
道
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
情
報
の
収
集
と
推
移
を
見
極

め
る
た
め
、
調
停
の
申
立
て
を
延
期

し
ま
し
た
。

Ｉ
合
意
書
の
期
限
で
施
設
が
買
い

取
ら
れ
た
場
合
に
、
村
の
収
入
と
な

る
固
定
資
産
税
の
総
額
は
い
か
ほ
ど

と
推
計
さ
れ
ま
す
か
。

［
中
洲
洲
鼎
］
　
税
額
が
確
定
さ
れ
て

も
、
納
税
義
務
者
以
外
に
そ
の
情
報

を
公
表
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

Ｉ
合
意
書
ど
お
り
履
行
さ
れ
な
い

か
ら
固
定
資
産
税
が
入
ら
な
い
。
こ

れ
は
村
の
損
失
で
収
入
誠
に
繋
が
る

と
思
い
ま
す
が
伺
い
ま
す
。

［
中
洲
洲
鼎
］
　
合
意
書
で
は
買
取
時

期
に
つ
い
て
は
「
目
途
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
９
月
3
0
日
は
確
定
日
で
は

な
く
、
利
用
が
延
び
延
び
に
な
っ
て

い
る
状
態
で
、
損
失
は
ま
だ
生
じ
て

い
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｉ
村
の
土
地
と
施
設
が
外
国
資
本

に
間
接
的
に
買
収
さ
れ
る
こ
と
で
、

住
民
の
不
安
は
大
き
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
リ
ソ
ー
ト
地
に
関
す
る

村
有
林
等
の
森
林
に
付
帯
す
る
水
資

源
の
保
全
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

　
ニ
セ
コ
町
で
は
水
資
源
の
拠
点
が

外
国
資
本
に
買
い
占
め
ら
れ
る
こ
と

を
回
避
す
る
た
め
に
、
北
海
道
と
と

も
に
条
例
制
定
し
て
規
制
し
て
い
ま

す
。
考
え
を
伺
い
ま
す
。

二
伸
贈
㈲
長
」
　
そ
の
こ
と
に
関
し
て

村
も
憂
慮
し
て
い
ま
す
。
先
進
地
で

あ
る
ニ
セ
コ
町
を
参
考
に
、
村
も
水

源
を
保
全
す
る
よ
う
な
条
例
づ
く

り
、
ま
た
国
有
林
と
も
連
携
し
て
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

リ
ソ
ー
ト
敷
地
内
に
残
る
村
所
有
物
件

６－-
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ﾌﾞμﾐアム商品券事業

国
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業

図
村
の
商
工
業
活
性
化
の
た
め
、

長
年
続
け
て
い
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
事
業
で
す
が
、
は
し
め
た
経
緯
と

こ
れ
ま
で
の
総
括
を
伺
い
ま
す
。

［
申
㈲
㈲
冊
］
　
事
業
が
始
ま
っ
た
の

は
1
7
年
前
の
平
成
1
0
年
で
、
商
工
会

と
農
協
の
連
名
で
村
に
要
望
書
が
提

出
さ
れ
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率
2
0
％
で
、

販
売
さ
れ
た
の
が
は
じ
ま
り
で
す
。

村
外
へ
の
購
買
力
流
出
を
食
い
止
め

る
た
め
の
緊
急
対
策
で
し
た
。

　
1
7
年
間
取
り
組
ん
で
き
た
同
事
業

の
目
的
は
現
在
も
大
き
く
変
わ
り
ま

せ
ん
。
村
内
消
費
を
喚
起
し
、
商
工

業
者
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
村
民

の
生
活
支
援
に
資
す
る
効
果
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
同
事
業
は
１
７
年
間
に

約
２
億
円
の
村
内
消
費
効
果
を
も
た

ら
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｉ
今
年
度
は
国
の
方
針
で
、
国
と

道
か
ら
の
交
付
金
が
あ
り
、
久
し
ぶ

り
に
夏
と
冬
２
回
、
合
わ
せ
て
６
か

月
間
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
だ
け
で
も
２
９
３
７
万
５
千

円
と
い
う
消
費
を
村
内
に
留
め
置
い

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
年
度
の
事

業
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

二
伸
肘
淋
長
」
　
今
年
度
の
事
業
は
プ

レ
ミ
ア
ム
率
2
5
％
で
、
１
戸
の
購
入

上
限
金
額
を
1
0
万
円
に
引
き
上
げ
、

利
用
期
間
を
３
ヵ
月
間
に
拡
大
し
た

こ
と
が
、
好
調
要
因
の
１
つ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
事
業
に
関
し
て
は
夏
事
業

の
評
価
も
高
く
、
商
工
会
の
創
意
工

夫
に
よ
る
も
の
で
す
。

國
村
と
し
て
次
年
度
以
降
こ
の
事

業
を
ど
う
い
う
形
で
続
け
て
い
く
の

か
、
方
向
性
を
伺
い
ま
す
。

二
伸
肘
㈲
長
」
　
国
の
動
向
は
ま
だ
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
事
業
は
村
費

投
入
の
４
倍
か
ら
５
倍
の
経
済
効
果

を
も
た
ら
し
て
お
り
、
確
実
に
地
域

内
で
の
消
費
が
実
現
す
る
事
業
で

す
。

　
参
加
店
の
自
助
努
力
も
い
た
だ
き

な
が
ら
、
次
年
度
も
年
２
回
実
施
す

る
方
向
で
考
え
て
い
ま
す
。

好
評
だ
っ
た
２
０
１
５
年
度

　
　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

百
道
の
駅
の
満
足
度
向
上
を

国
道
の
駅
は
今
や
観
光
客
の
み
な

ら
ず
、
例
え
ば
移
住
を
検
討
し
て
い

る
方
に
と
っ
て
も
重
要
な
情
報
提
供

の
場
に
な
る
な
ど
、
村
の
顔
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
そ
の

重
要
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

［
市
制
制
鼎
］
　
道
の
駅
は
、
単
な
る

人
が
集
ま
る
場
所
で
は
な
く
、
そ
の

町
の
縮
図
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｉ
国
土
交
通
省
が
発
表
し
て
い
る

平
成
2
6
年
の
道
の
駅
ラ
ン
キ
ン
グ
に

は
、
「
ト
イ
レ
が
き
れ
い
に
感
じ
た

道
の
駅
」
「
ゆ
っ
く
り
休
憩
で
き
た

と
感
じ
た
道
の
駅
」
な
ど
様
々
な
分

野
が
あ
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
占

冠
の
道
の
駅
は
ど
の
ラ
ン
キ
ン
グ
の

1
0
杭
以
内
に
も
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
ラ
ン
キ
ン
グ
の
ほ
か
に

施
設
の
状
況
判
断
の
指
標
と
し
て
、

利
用
者
の
満
足
度
調
査
が
あ
り
ま

す
。
ト
マ
ム
リ
ソ
ー
ト
で
も
長
年
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
道

の
駅
で
こ
の
よ
う
な
調
査
を
行
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

二
伸
刺
刺
長
」
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
指
定
管
理

先
の
観
光
協
会
や
商
工
会
と
も
協
議

し
て
い
き
ま
す

固
現
在
の
道
の
駅
は
、
テ
ナ
ン
ト
、

指
定
管
理
者
、
地
域
住
民
が
知
恵
を

出
し
合
い
、
ど
う
す
れ
ば
満
足
度
を

上
げ
ら
れ
る
か
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
調

整
役
を
担
っ
て
き
た
道
の
駅
の
管
理

組
合
が
解
散
し
た
と
聞
き
ま
し
た

が
、
伺
い
ま
す
。

〔
冲
贈
㈲
長
〕
　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
管
理
組
合
は
平
成
2
6
年
１
月
の
定

期
総
会
を
も
っ
て
解
散
し
て
い
ま

す
。
各
店
舗
の
管
理
は
指
定
管
理
者

が
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

１
１
つ
１
つ
の
ク
レ
ー
ム
に
対
応

す
る
の
は
指
定
管
理
者
が
調
整
す
る

こ
と
で
も
可
能
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
や
は
り
全
体
の
満
足
度
を
上
げ

て
い
こ
う
と
い
う
と
き
に
は
、
一
定

の
権
限
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

　
こ
こ
は
行
政
が
し
っ
か
り
先
導
し

て
、
ユ
ー
ザ
ー
の
声
を
し
っ
か
り
組

み
上
げ
て
満
足
度
向
上
、
質
の
向
上

に
つ
な
が
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り

を
し
て
い
く
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、

伺
い
ま
す
。

二
伸
贈
淋
長
」
　
十
分
関
係
者
と
協
議

し
て
仕
組
み
づ
く
り
に
向
け
て
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

７－-



ここが聞きたい!一般質問

小規模多機能居宅介護施設

｢とま～る｣の現状
五絃亘前

困
小
規
模
多
機
能
居
宅

　
　
介
護
施
設
「
と
ま
～
る
」

１
４
月
の
供
用
開
始
か
ら
９
ヵ
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。
利
用
状
況
を
伺
い

ま
す
。

［
冲
漸
漸
浪
］
　
Ｈ
月
の
実
績
は
、
通

い
が
２
１
３
件
、
在
宅
介
護
が
延
べ

１
４
３
件
、
泊
り
が
4
2
件
の
利
用
実

績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

わ
れ
ま
す
が
、
現
状
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

二
伸
肘
㈲
長
」
　
今
年
４
月
か
ら
の
運

営
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
問

題
や
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
問
題
か
ら
大
き
な
問
題
ま

で
、
村
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
で
常

に
問
題
点
、
課
題
等
を
共
有
し
な
が

ら
解
決
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｉ
社
会
福
祉
協
議
会
・
役
場
等
関
Ｆ

係
職
員
間
の
定
期
的
な
話
合
い
が
行

わ
れ
て
き
た
か
伺
い
ま
す
。

［
申
㈲
㈲
鼎
］
　
毎
月
１
回
、
定
例
で

社
会
福
祉
協
議
会
、
村
、
保
健
福
祉

課
、
村
立
診
療
所
の
職
員
で
地
域
ケ

ア
会
議
を
開
催
し
、
各
種
サ
ー
ビ
ス

の
実
施
状
況
や
日
々
変
化
す
る
利
用

者
の
検
討
、
協
議
、
報
告
事
項
等
の

調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
運
営
推
進
会
議
を
こ

れ
ま
で
３
回
開
催
し
、
利
用
者
家
族

か
ら
も
施
設
運
営
に
際
し
て
の
要
望

や
ご
意
見
を
受
け
、
適
切
な
運
営

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

図
全
国
的
に
福
祉
施
設
で
働
く
職

員
が
慢
性
的
に
不
足
し
て
い
ま
す
。

現
状
の
職
員
配
置
で
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
し
て
い
く
と
な
る
と
１
人
ひ
と
り

の
職
員
の
負
担
が
過
重
と
な
る
と
思

　一一
　-一一

　　　　　－　　　　　－

　　　　　一
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Ｘ

考

一

丿
？

＜

‐
・
、
。
‐
‐
１
１
‐
ｌ
ｊ
ｌ

Ｉ
現
状
の
職
場
体
制
で
は
、
病
人

や
け
が
人
な
ど
の
長
期
休
暇
者
が
出

た
場
合
、
職
員
配
置
が
大
変
厳
し
い

状
況
に
な
り
ま
す
。
臨
時
職
員
を
募

集
し
て
も
、
な
か
な
か
応
募
し
て
き

ま
せ
ん
。
材
と
し
て
介
護
職
員
の
人

材
を
育
成
す
る
た
め
の
施
策
を
進
め

る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
伺
い
ま
す
。

［
冲
肘
㈲
辰
］
　
介
護
ま
た
は
看
護
に

あ
た
る
職
員
と
い
う
の
は
ど
こ
の
介

護
施
設
で
も
少
な
い
と
い
う
状
況
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
材
に
お
い
て
も
、
そ
う
い
っ
た
こ

と
を
解
決
す
る
に
は
人
材
育
成
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
し
て
、
ま
ず
は
資

格
取
得
の
た
め
の
施
策
と
い
う
も
の

を
考
え
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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議会は､どなたでも気軽に傍聴する事が出来ます。
傍聴するのに特別な服装や準備は必要ありません｡途中入場や途中退場も

自由です｡傍聴入は自由に写真やビデオを撮ったり､録音することができます。

議場は総合センター(役場庁舎)３階です｡お気軽においでください。

3月定例会→3月10日(木)･11日(金)･14日(月)･17日(木)

予算特別委員会→3月16日(水)

※いずれも午前10:00開会※議事内容等により､日程が変更する場合がございます。
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今後の

予　定



ここが聞きたい!一般質問

jlﾝl’ ・　ダＳ Ｅ。ｙﾐに

〔亘ﾖ亜〕

国
医
療
・
介
護

図
４
月
か
ら
勤
め
て
い
た
だ
く
診

療
所
の
医
師
確
保
の
状
況
を
お
尋
ね

し
ま
す
。

二
伸
肘
㈲
長
」
　
釧
路
市
の
社
会
医
療

法
人
を
中
心
に
展
開
し
て
き
ま
し
た

が
、
時
期
的
な
こ
と
、
受
け
手
側
の

医
師
確
保
の
課
題
か
ら
難
し
い
と
判

断
し
ま
し
た
。
現
在
は
公
募
や
医
師

紹
介
機
関
等
を
利
用
し
な
が
ら
、
個

人
医
師
１
人
の
確
保
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

図
診
療
所
で
は
、
人
事
異
動
に
よ

り
担
当
者
が
慣
れ
な
い
仕
事
で
苦
労

し
て
い
る
実
態
が
あ
る
と
資
料
で
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
事
務
長
職
は
役
場
定
年
離
職
者
を

あ
て
て
は
い
か
が
で
す
か
。

し
、
医
師
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

１
日
高
の
診
療
所
で
は
一
般
・
専

門
外
来
の
２
本
立
て
体
制
で
診
療

し
、
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
有
効

利
用
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
尋
ね
ま

す
。

［
市
制
制
鼎
］
　
今
後
の
課
題
の
１
つ

と
し
て
受
け
止
め
ま
す
。

Ｉ
北
海
道
の
富
良
野
開
城
5
3
ベ
ッ

ド
削
減
方
針
に
つ
い
て
村
長
の
考
え

を
お
尋
ね
し
ま
す
。

［
申
順
順
冊
］
　
相
乙
定
さ
れ
る
影
響
の

把
握
に
努
め
、
村
民
が
不
利
益
を
披

ら
な
い
よ
う
議
論
に
参
画
し
ま
す
。

Ｉ
在
宅
・
訪
問
介
護
の
状
況
を
尋

ね
ま
す
。

二
伸
贈
㈲
長
」
　
直
近
Ｈ
月
の
実
績
で

１

二
伸
肘
㈲
長
」
　
病
院
事
務
は
専
門
的
　
３

で
す
の
で
、
村
全
体
の
人
事
異
動
の

中
で
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

図
札
幌
で
も
内
科
医
が
5
0
～
6
0
人

不
足
の
状
況
だ
そ
う
で
す
。
採
用
条

件
を
配
慮
し
て
医
師
を
確
保
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
が
考
え
を
伺
い
ま

す
。

二
伸
肘
㈲
長
」
　
村
内
に
住
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
、
２
次
医
療
の
病
院
と
連

携
を
取
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
提
示

こ　　　-ａ゛｀　　｜　　　･皿加
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固
市
町
村
の
事
業
に
移
行
す
る
軽

度
者
向
き
介
護
サ
ー
ビ
ス
ヘ
の
対
応

状
況
を
尋
ね
ま
す
。

二
伸
刺
刺
長
」
　
来
月
の
地
域
ケ
ア
会

議
で
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
体
制
整
備

協
議
会
設
立
準
備
会
を
立
ち
上
げ
ま

す
。

一
「
国
保
」
が
平
成
3
0
年
か
ら
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。
村
の
国
保
は

5
0
％
以
上
が
応
益
割
保
険
料
の
軽
減

世
帯
と
い
う
状
況
で
す
。
も
っ
と
所

得
を
上
げ
さ
せ
る
施
策
が
必
要
と
思

い
ま
す
し
、
窓
口
で
払
う
一
部
負
担

金
の
減
額
免
除
も
考
え
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
考
え
を

伺
い
ま
す
。

［
冲
肘
㈲
辰
］
　
現
在
の
制
度
を
運
用

し
て
低
所
得
者
で
も
受
診
で
き
る
施

策
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

回
村
の
地
方
版
総
合
戦
略

回
忌
い
で
策
定
し
玉
父
付
合
を
配

分
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
反
対
に
調

査
分
析
委
託
料
で
８
０
０
万
円
を
支

出
す
る
こ
と
は
、
国
の
施
策
の
下
請

け
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
利
す
る
だ
け

で
な
い
の
か
と
思
い
ま
す
が
、
考
え

を
伺
い
ま
す
。

［
冲
肘
㈲
辰
］
　
そ
の
委
託
は
「
地
方

人
ロ
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
作
成
の
た
め
委

託
し
た
も
の
で
す
。

図
す
で
に
計
画
策
定
を
終
え
、
事

業
を
推
進
し
て
い
る
市
町
村
も
あ
り

ま
す
。
行
政
に
ス
ピ
ー
ド
感
が
な
く
、

起
案
力
・
政
策
推
進
力
の
遅
れ
を
憂

え
ま
す
。
村
長
の
考
え
を
尋
ね
ま
す
。

［
中
洲
洲
鼎
］
　
職
員
は
村
民
の
福
祉

向
上
、
地
域
振
興
に
向
か
い
時
間
を

惜
し
ん
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

回
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意

図
村
の
１
次
産
業
を
守
る
シ
ス
テ

ム
を
築
く
必
要
が
あ
り
、
村
に
は
観

光
の
最
前
線
基
地
と
し
て
「
道
の
駅
」

や
「
道
東
道
Ｉ
Ｃ
」
が
あ
り
ま
す
。

　
占
冠
全
村
を
使
っ
た
薪
ス
ト
ー
ブ

で
暖
か
取
れ
る
建
造
物
を
作
り
、
生

産
物
販
売
や
食
事
の
原
材
料
は
全
て

村
の
農
林
業
が
担
う
シ
ス
テ
ム
を
作

る
な
ど
、
観
光
を
一
部
の
業
種
で
な

く
地
域
全
体
の
産
業
体
と
し
て
育

て
、
た
く
さ
ん
の
村
民
が
活
躍
で
き

る
場
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
考
え

を
伺
い
ま
す
。

［
冲
肘
㈲
辰
］
　
生
産
さ
れ
た
農
産

物
・
林
産
物
を
少
し
で
も
村
内
で

使
っ
て
い
た
だ
く
方
法
を
、
農
林
業

関
係
者
や
商
工
会
・
観
光
協
会
と
い

う
関
係
機
関
で
構
築
で
き
れ
ば
い
い

な
と
考
え
て
い
ま
す
。

９－-



　

【万単位切り捨て】各会計決算状況平成26年度

会　　計　　別 歳　入　額 歳　出　額 差引金額

一　般　会　計 27億7842万円 27億476万円 7366万円

特

別

会

計

国民健康保険 １億5763万円 １億4810万円 953万円

村立診療所 8824万円 8377万円 447万円

簡　易　水　道 ２億1842万円 ２億1651万円 191万円

公共下水道 １億318万円 １億18万円 300万円

介　護　保　険 １億989万円 １億472万円 517万円

後期高齢者 1553万円 1518万円 35万円

歯科診療所 2222万円 1997万円 225万円

合　　　　　計 34億9357万円 33億9323万円 １億34万円

認
定
す
べ
き
と
決
定

　
第
４
回
議
会
定
例
会
に
お
い
て

付
託
さ
れ
た
認
定
第
１
号
「
平
成

2
6
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会

計
決
算
に
つ
い
て
」
は
、
1
0
月
2
8

日
と
2
9
日
の
審
査
の
結
果
、
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
第
５
回

議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
工
藤
委

員
長
の
報
告
の
と
お
り
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
な
お
、
監
査
委
員
よ
り
審
査
意

見
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
監
査
委
員
審
査
意
見
（
抜
粋
）

　
村
の
基
金
（
貯
金
）
総
額
は
1
6

億
７
９
１
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
基
金
の
積
立
が
減
少
し
て
い
く

中
、
今
後
の
村
政
執
行
に
あ
た
り
、

行
財
政
改
革
の
原
点
に
立
ち
戻
り
、

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
ら
れ
る
よ
う

強
く
期
待
し
ま
す
。

［
贋

－

擬
］

回
圃
Ｉ
Ｉ
Ｉ

歳
　
　
入

問
　
固
定
資
産
税
の
不
納
欠
損
や

収
入
未
済
額
つ
い
て
は
交
付
税
の

補
填
は
あ
り
ま
す
か
。
（
長
谷
川

議
員
）

国
雄
奮
蓄
置
】
調
定
さ
れ
た
額
が

収
入
額
に
な
り
、
差
引
き
し
て
交
付

税
と
し
て
入
っ
て
き
ま
す
の
で
補
填

は
あ
り
ま
す
。

問
　
固
定
資
産
税
未
収
が
固
定
化
さ

れ
て
い
る
理
由
は
。
（
長
谷
川
議
員
）

爾
一
乗
㈱
長
」
多
く
は
タ
ワ
ー
、
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
の
未
収
で
、
所
有
者
の
破
産
・

倒
産
等
で
即
時
消
滅
も
あ
り
、
こ
れ

ら
が
大
き
な
要
因
で
す
。

　
　
　
　
リ
ゾ
ー
ト
施
設
所
有
権
を
め
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
固
定
資
産
税
の
課
題

間
　
財
政
調
整
基
金
と
減
債
基
金
の

総
額
が
Ｈ
億
円
で
、
厳
し
い
財
政
運

営
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
見

解
を
求
め
ま
す
。
（
長
谷
川
議
員
）

溜
池
濡
遺
二
股
財
源
不
足
を
財
政

調
整
基
金
の
取
崩
し
を
行
い
ま
し

た
。
大
き
な
要
因
は
福
祉
施
設
の
建

設
等
福
祉
施
策
に
関
す
る
こ
と
が
大

き
か
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
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決算特別委員会

平咸26年度決算歳出

が
、
今
後
は
基
金
を
減
ら
さ
な
い
施

策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
　
農
林
業
分
担
金
で
昨
年
度
よ
り

多
い
予
算
を
計
上
し
て
い
た
が
、
減

額
し
て
昨
年
並
み
と
な
っ
た
理
由

は
。
（
長
谷
川
議
員
）

～
北
海
道
農
業

公
社
の
事
業
で
行
わ
れ
る
草
地
整
備

を
、
当
初
農
家
２
戸
が
実
施
す
る
予

定
で
し
た
が
、
１
戸
が
延
期
し
た
こ

と
で
減
額
と
な
り
昨
年
並
み
と
な
り

ま
し
た
。

問
　
木
炭
売
払
収
入
の
木
炭
生
産
事

業
で
当
初
予
算
の
収
入
を
ク
リ
ア
出

来
な
か
っ
た
理
由
は
。
（
木
村
議
員
）

［
佃
淵
淋
漓
遡
溜
涙
］
新
た
な
委
託

先
の
変
更
手
続
き
が
遅
れ
た
こ
と

と
、
技
術
継
承
に
時
開
か
か
か
り
、

試
行
的
な
生
産
を
強
い
ら
れ
売
り
上

げ
が
伸
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

歳
　
　
出

問
　
小
規
模
多
機
能
事
業
で
す
が
、

備
品
購
入
費
が
多
額
の
減
額
、
工
事

に
関
し
て
は
5
0
％
の
増
額
、
今
年
は

残
土
処
理
の
補
正
と
計
画
か
ら
施
工

ま
で
一
貫
し
た
流
れ
に
な
っ
て
い
な

い
と
思
う
が
そ
の
理
由
は
。
（
長
谷

川
議
員
）

中
田
福
祉
施
設
推
進
室
長
　
備
品

購
入
に
関
し
て
は
見
積
り
を
徴
取
し

た
結
果
7
4
・
８
％
の
執
行
率
と
な

り
、
工
事
費
は
人
件
費
の
ア
ッ
プ
、

材
料
費
の
高
騰
に
よ
り
増
額
に
な
り

源
が
伴
う
事
業
に
つ
い
て
は
社
会
福

祉
協
議
会
と
連
携
し
て
進
め
て
い
き

ま
す
。

ま
し
た
。
残
土
処
理
に
つ
い
て
は
、
　
一
一
四
圓
一
一
圃
幽

平
成
2
7
年
度
施
工
の
外
構
工
事
か
ら

発
生
す
る
残
土
と
一
括
処
理
す
る
こ

と
と
し
て
い
た
た
め
で
す
。

問
　
社
会
福
祉
協
議
会
の
関
係
で
す

が
、
総
収
入
に
対
し
て
決
算
額
が

7
0
％
近
く
人
件
費
で
、
今
後
も
指
定

管
理
科
等
、
村
の
支
出
が
増
え
て
い

く
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
（
長

谷
川
議
員
）

経
費

収
入

福
祉
事
業
の
中
心
を
担
う
小
規
模
多
機
能

【
国
保
会
計
】

問
　
健
康
保
険
税
で
不
納
欠
損
が
３

件
あ
る
が
そ
の
理
由
は
。
（
木
村
議

員
）

［
座
席
課
長
］
時
効
消
滅
に
よ
る
も
の

で
す
。

問
　
繰
越
明
許
費
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

整
備
委
託
料
な
の
か
シ
ス
テ
ム
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
業
務
の
も
の
で

す
か
。
（
木
村
議
員
）

［
座
席
潭
辰
］
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
整
備
委

託
料
に
よ
る
も
の
で
す
。

問
　
共
同
事
業
拠
出
企
て
不
用
額
が

生
じ
た
理
由
は
。
（
木
村
議
員
）

［
座
席
潭
長
］
年
度
末
の
医
療
費
動
向

を
措
移
し
て
い
た
た
め
減
額
措
置
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
村
立
診
療
所
会
計
】

問
　
衛
生
費
道
補
助
企
て
へ
き
地
診

療
所
運
営
費
補
助
金
が
年
度
に
よ

り
、
増
減
あ
る
が
理
由
は
。
（
木
村

議
員
）

［
座
席
潭
辰
］
道
と
や
り
取
り
し
て
い

居
宅
介
護
施
設
「
と
ま
～
る
」
　
る
金
額
は
固
定
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
運
営
の
増
減
に
よ
り
変
動
し
ま

す
。

【
水
道
会
計
】

問
　
収
入
未
済
額
が
増
え
て
収
納
率

が
下
っ
て
い
る
理
由
は
。
（
木
村
議

員
）

「
㈲
㈲
課
鼎
」
現
年
度
分
は
減
っ
て
き

て
い
ま
す
が
、
滞
納
分
は
な
か
な
か

減
り
ま
せ
ん
。
滞
納
者
が
固
定
化
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
要
因
だ
と
思
い
ま

す
。

【
下
水
道
会
計
】

問
　
収
納
率
が
下
が
っ
て
き
て
い
る

理
由
は
。
（
木
村
議
員
）

盾
浴
薄
長
」
水
道
会
計
と
同
様
に
滞

納
者
が
、
固
定
化
さ
れ
て
い
る
の
が

原
因
で
す
が
、
今
後
は
分
納
し
て
支

払
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
進
め

ま
す
。
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貯
木
場
の
原
木
　
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

総務産業常任委員会レポート

○
避
難
路
現
地
調
査

　
避
難
路
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト

付
近
か
ら
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
村

道
２
号
線
を
利
用
し
て
整
備
す
る
こ

○
ペ
ン
ケ
二
二
ウ
支
流
復
旧
治
山

（
谷
止
工
）
状
況
調
査

　
工
事
は
計
画
ど
お
り
完
了
し
て
い

ま
し
た
。

○
占
冠
村
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
生
産
組

合
施
設
状
況
調
査

　
貯
木
場
に
堆
積
さ
れ
て
い
る
原
木

が
、
古
く
な
る
と
腐
食
な
ど
品
質
が

悪
く
な
る
の
で
適
度
な
時
期
に
販
売

す
る
こ
と
、
ま
た
、
危
険
防
止
の
た

め
製
材
工
場
内
の
整
備
・
整
頓
を
指

導
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　
調
査
は
、
村
長
、
各
担
当
者
の
同

行
に
よ
り
、
現
地
で
説
明
を
受
け
実

施
し
ま
し
た
。

●
村
内
所
管
事
務
調
査

　
　
　
　
　
（
1
0
月
８
日
調
査
）

○
林
道
専
用
道
タ
ン
ネ
ナ
イ
線
状
況

調
査

　
工
事
は
計
画
ど
お
り
完
了
し
て
い

ま
し
た
。
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活動報告

○
富
良
野
沿
線
議
員
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
月
５
日
）

　
富
良
野
沿
線
５
市
町
村
の
議
員
4
9

人
が
参
加
し
、
上
富
良
野
町
消
防
庁

舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
「
国
民
健
康
保
険
の
見

直
し
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
北
海

道
保
健
福
祉
部
健
康
安
全
局
国
保
医

療
課
長
の
望
月
泰
彦
さ
ん
を
講
師
に

招
き
講
演
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
医
療
の
動
向
や
こ
れ

か
ら
の
人
口
推
移
や
社
会
保
障
費
用

の
将
来
推
計
の
説
明
か
ら
「
社
会
保

障
・
税
の
一
体
改
革
に
よ
る
社
会
制

度
改
革
」
の
今
後
の
進
め
方
に
つ
い

て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

望
月
泰
彦
氏

一 一

゛　･i　　恥　　‾’　　･こ　　………………７

　・　■　　　　　・　　　　　　　　　－　　　・　．』-一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-=　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　－
　　　　　　　　　　　　　-

　　・　-　　　　－－　　　　-．　　　’･

　　　一　　　　　　－　－
Wごﾚ⊥

○
上
川
管
内
議
員
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
月
2
7
日
）

　
上
川
管
内
町
村
議
会
議
員
約
３
０

０
人
が
参
加
し
、
当
麻
町
の
公
民
館

「
ま
と
ま
１
る
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
京
大
学
大
学
院
農
学
国
際
専
攻
教

授
の
鈴
木
亘
弘
さ
ん
か
ら
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
が

あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協

定
）
交
渉
は
２
０
１
５
年
1
0
月
、
つ

い
に
「
大
筋
合
意
」
に
連
し
た
と
発

表
さ
れ
た
。
合
意
の
中
身
は
不
明
で

見
切
発
車
の
「
玉
虫
色
」
の
決
着
と

い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い

ま
し
た
。

鈴
木
亘
弘
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
田
慎
一
郎
氏

　
続
い
て
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

須
田
慎
一
郎
さ
ん
か
ら
は
「
日
本
経

済
の
課
題
と
展
望
」
と
題
し
た
講
演

が
あ
り
、
「
景
気
が
い
い
」
と
は
「
人

並
み
の
努
力
を
す
れ
ば
報
わ
れ
る
。
」

こ
と
と
考
え
れ
ば
、
そ
ん
な
時
期
は

も
う
来
な
い
。
１
９
９
０
年
を
境
に

誰
も
が
想
像
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
経

済
構
造
の
変
化
が
起
き
て
い
る
と
認

識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
う
過

去
の
経
験
や
成
功
例
は
通
用
し
な
い

と
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
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議会の圭なうごき=

　
平
成
2
7
年
度
は
、
前
半
は
寒
く
、

７
月
中
頃
か
ら
は
天
候
に
恵
ま

れ
、
農
業
は
じ
め
観
光
産
業
に
お

い
て
は
平
年
並
み
と
聞
い
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
1
0
月
末
の
季
節
外
れ
の
大
雪
で
秋
の

紅
葉
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
は

全
国
的
に
雨
の
多
い
年
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
い
ま
、
占
冠
村
は
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
減
少
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
Ｈ
月
に
は
星
野

リ
ゾ
ー
ト
ト
マ
ム
が
中
国
大
手
企
業
に
買
収
と
新
聞

等
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
変
わ
り
ゆ
く
社
会
情
勢
で

は
あ
り
ま
す
が
、
村
に
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
に

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
住
民
皆
様
の
声
を
村
政
に
反
映
さ
せ

な
が
ら
議
会
活
動
の
内
容
を
詳
し
く
広
報
で
お
伝
え

し
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
工
藤
）

▼
議
会
広
報
特
別
委
員
会
（
前
期
）

　
委
員
長
木
村
　
一
　
俊

　
副
委
員
長
　
長
谷
川
　
歌
　
聴

　
委
　
　
員
　
工
　
藤
　
國
　
忠

　
委
　
　
員
　
大
　
谷
　
元
　
江
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